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DATA FILE 
名 前 SCOLECITE （スコレサイト）／スコレス沸石 

化学組成 CaAI2Si301~ ・ 3H20 
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スイスで産出し 

たスコレス沸石。 

条線が入った細長い柱状 

結晶や、針状結晶の放射 

状集合体であらわれる。 

「麟篇 競 
ケイ酸塩鉱物 

i虜緯二無凸‘;，にI編雄i業こ・詳~ 

ふっ せき 

スコレス沸石 

沸石グループのひ 

とつで、結晶水を 

含有している。 

ガラスのような光沢や絹糸の 

ような光沢を持ち、素焼きの 

陶板にこすりつけると白色の 

条痕が残る。 
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ハンマーでたたく 

と貝殻状の断口を 

示す。 

玄武岩などの火山岩の空洞 

や、石灰岩が接触変成作用 

を受けてできた岩石中に見 

られる。 
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火にかざすと融解 
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●細い針状結晶が放射状に集まったス 

コレス沸石。イタリア産。 

沸石グループに属するスコレス沸石は、1813年にドイツ 

の化学者であるA・F・ゲーレンとJ・N・フオン・フオック 

スによって独並した鉱物として認められた。結冨莱を誉肴す 

る鉱物（含水鉱物）は、通常、熱が加わると水を放出してす 

ぐに結晶が壊れてしまうが、スコレス沸石の場合は結冨構遥 

が壊れにくい。 

その一方で、針状の結晶を火に直接かざすと、すぐに融解 

して丸くなるのが特被。このときの形が、ワーム（ミミズの 

ような虫）が丸くなる姿に似ていることから、ギリシャ語で 

「ワーム」を意味する「スコレクス」を語涼として鉱物名が 

つけられた。 
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アイスランド昭 

静岡県焼津市や神奈 

、了膜崩清などで産 

,出した。 

ブラジル 

アメリ力些 
力リフォルニア 

州で産する。 

スコレス沸石の見分け方 

スコレス沸石は、同じ沸石グループの 

ソーダ沸石や中沸石と外観が酷似している 

ため、見分けがつきにくい。その判別方法 

は含有成分を確認することで、ソーダ沸石 

と中沸石がナトリウムを含むのに対し、ス 

コレス沸石はナトリウムをまったく含有し 

ていないことから判断できる。 

!1っ ょ与 "”ニソた 

▼イタリアで産出したスコレス沸石の結晶集合体。 


